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◇ 一学期終業式 

４月８日の始業式や入学式で、錦中生に、『向上心を持ちながら伝統ある錦中学校の生徒として活躍し

ほしい。』と伝えました。 

そのために、まずは『時間を守り』、基本的な生活習慣を身に付けること。そして「３Ｃ」の実践を期待してい

るといいました。３Cとは、『Chance(気づく)』『Change(変わる)』『Challenge(挑戦する)』です。 

一学期は、錦中生が生活の改善点に Chance(気づき)、いい方向に Change(変わり)、前向きな

姿勢でいろいろなことに Challenge(挑戦する)姿を目にしました。また、日々笑顔をたたえて生活する子

ども達の姿を何度も目にしました。 

 今日、7 月 19 日(金)は一学期終業式の日です。終業式はオンラインで行い、式辞を簡潔にしたので、プラスして

次のことを伝えます。 

◇ 一学期の反省をする ： 「反省なくして向上なし」＝ 松下幸之助さんのことば(抜粋) 

「誰でもそうだが、反省する人はきっと成功する。本当に正しく反省する。そうすると次になにをすべきか、な

にをしたらいけないか、ということがきちんとわかるから。それで人間として成長する。けど、反省しないとそう

いうことがわからない。同じ失敗を繰り返すようになる。間違いを繰り返すということ。」 
 

◇ 特に守ってほしいこと 

 夏休み期間は、社会の一員として生活します。次のことを意識し、安心・安全・

有意義な夏休みを過ごし、8月 26日(月)に元気に登校しましょう。 

１ 何かあれば『１１０番』『１１９番』 

 錦中の電話番号(62-3522)とか、いわき南警察署の電話番号(63-2141)を暗記している人はほとんどいないと思いま

す。夏休み中は、毎日「安心・安全」で「有意義な生活」を送ることと思いますが、自分の身を守るためにも困っ

たときは『110番』や『119番』に連絡しましょう。 

 

２ 自己責任 

 学校生活では、問題が起こると先生方が対応し、解決します。つまり、皆さん方は担任の先生方や学年の先生方

・部活動の顧問の先生等に守られて生活しています。 

しかし、夏休み中は違います。皆さん方も、大人と同じように社会生活の中で、社会の一員として責任を問われ

ます。自分が取った行動の内容によっては「ごめんなさい」と謝っても許されないことがあります。自分でした

ことの責任は自分が問われる(自己責任)ことを忘れず、落ち着いた生活を送りましょう。 

 

３ 命を大切に！ 

 安心・安全、有意義な生活を心がけ、8月 26日(月)の二学期の始業式に、元気に笑顔で登校しましょう。 

 

◇ 元気の源 ： 活気ある生徒、笑顔、ピース! 

錦中学校の宝は何か？こんなふうに問われれば迷わず『子ども達！』だと答えます。 

今年度の錦中の子ども達は、保護者の皆様に日々応援・支援をしていただき、そして地域の方々から温かく見守

っていただいて、昨年度よりも前向きに学校生活を送っています。 

 二学期も、錦中生がより活気に満ちた充実した学校生活を送るためにも、保護者の

皆様や地域の皆様方のご支援を、よろしくお願いいたします。 


